
議案第２１号 

 

 

   小金井市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を 

   改正する条例 

 

 

 小金井市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を別紙のよう

に改正する。 

 

 

     平成２５年１月３０日提出 

 

          小金井市長 稲 葉 孝 彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （提案理由） 

 建築基準法施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、規定を整備する必要がある

ため、本案を提出するものであります。 



   小金井市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を 

   改正する条例 

 

 小金井市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例（平成６年条例第２

０号）の一部を次のように改正する。 

 

 第４条第２項から第４項までを削る。 

 第８条第２項を削る。 

 第１２条第１項第２号中「第８条第１項」を「第８条」に改める。 

 

   付 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 
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議案第２１号資料 

 

小金井市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例新旧対照表 
 

改正条例 現行条例 備    考 

 （延べ面積の敷地面積に対する割合の最高限度又は最低限度） 

第４条 省略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （高さの最高限度又は最低限度） 

第８条 省略 

 

 

 

 

 

 

 （延べ面積の敷地面積に対する割合の最高限度又は最低限度） 

第４条 省略 

２ 前項に規定する延べ面積には、別表第２に特別の定めがある場

合を除き、自動車車庫その他専ら自動車又は自転車の停留又は駐

車のための施設（誘導車路、操車場所及び乗降場を含む。）の用途

に供する部分の床面積は、当該敷地内の建築物の各階の床面積の

合計（同一敷地内に２以上の建築物がある場合においては、それ

らの建築物の各階の床面積の合計の和）の５分の１を限度として

算入しない。 

３ 第１項に規定する延べ面積には、建築物の地階でその天井が地

盤面からの高さ１メートル以下にあるものの住宅の用途に供する

部分（共同住宅の共用の廊下又は階段の用に供する部分を除く。

以下この項において同じ。）の床面積（当該床面積が当該建築物の

住宅の用途に供する部分の床面積の合計の３分の１を超える場合

においては、当該建築物の住宅の用途に供する部分の床面積の合

計の３分の１）は、算入しない。 

４ 第１項に規定する延べ面積には、共同住宅の共用の廊下又は階

段の用に供する部分の床面積は、算入しない。 

 （高さの最高限度又は最低限度） 

第８条 省略 

２ 前項の建築物の高さの算定については、別表第２に特別の定め

がある場合を除き、次に定めるところによる。 

 ⑴ 階段室、昇降機塔、装飾塔、物見塔、屋窓その他これらに類

する建築物の屋上部分の水平投影面積の合計が当該建築物の建

築面積の８分の１以内の場合においては、その部分の高さは、

１２メートル（法第５５条第１項及び第２項、法第５６条の２

 

 

建築基準法施行

令の改正に伴う

規定の整備 

 

 

 

 

規定の整備 

 

 

 

 

 

 

同上 

 

 

 

同上 
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 （罰則） 

第１２条 次の各号の一に該当する者は、５０万円以下の罰金に処

する。 

 ⑴ 省略 

 ⑵ 第７条第１項又は第８条の規定に違反した場合における当該

建築物の設計者（設計図書を用いないで工事を施工し、又は設

計図書に従わないで工事を施工した場合においては、当該建築

物の工事施工者） 

 ⑶ 省略 

２  

３  

 

   付 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 

第４項、法第５９条の２第１項（法第５５条第１項に係る部分

に限る。）並びに法別表第４(ろ)欄二の項、三の項及び四の項ロ

の場合には、５メートル）までは、当該建築物の高さに算入し

ない。 

 ⑵ 棟飾、防火壁の屋上突出物その他これらに類する屋上突出物

は、当該建築物の高さに算入しない。 

 （罰則） 

第１２条 次の各号の一に該当する者は、５０万円以下の罰金に処

する。 

 ⑴ 省略 

 ⑵ 第７条第１項又は第８条第１項の規定に違反した場合におけ

る当該建築物の設計者（設計図書を用いないで工事を施工し、

又は設計図書に従わないで工事を施工した場合においては、当

該建築物の工事施工者） 

 ⑶ 省略 

２  

３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規定の整備 

 

省略 省略 


